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エコが千代田の自慢です！
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一般社団法人 千代田エコシステム推進協議会　事務局長  白井　昌夫
　はじめまして、2021年 5月 1日より千代田エコシ
ステム推進協議会事務局長に就任した白井です。
　2011～2014年に清掃事務所に勤務していたとき
は、３R（リデュース・リユース・リサイクル）の推
進に関わっており、当時 6月の「環境まつり」には再
生家具の抽選会、包丁砥ぎ、牛乳パックとトイレッ
トペーパーの交換などで参加し、リサイクルセンター

の運営にも携わっていました。
　CESでは、それだけではなくこれからSDGsの問題
にも積極的に関わる必要があると思います。そのた
め、物事に対し俯瞰的にみる視野が求められると考
えています。
　これからCES活動が益々円滑に進められるように
頑張っていきたいと思います。

事務局長新任のご挨拶

　電力小売りの自由化がスタートして5年余り、皆さま
のご家庭では、電力の小売り自由化についてどのよう
にお考えですか？
　経済的にも、そして地球温暖化対策としても、SDGｓ
目標7「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」、目
標11「住み続けられるまちづくりを」、目標12「つくる
責任 使う責任」、目標13「気候変動に具体的な対策」、
これらを視野に入れることが求められています。きち
んとしたSDGｓに関するフレッシュな情報を取入れる良
い機会としていただくため、今年度のweb講演会を開
催いたします。
　経済産業省は、この夏「エネルギー基本計画」（案）を出
しました。2030年度には温室効果ガスを2013年度に
比べ46％削減することを目標に、再生可能エネルギーの
主力電源化による36～38％の割合に徹底しました。
この割合は10月31日よりイギリスで開催されるCOP26
で日本の政策として発表することが想定されます。
　10月に入り、原油高によるガソリン代・電気代・ガ
ス代などの値上がりのニュースが流れる中、地球温暖
化対策は世界中で急務とされていますが、その目標達
成に向けた各国の動きは、今後益々加速されると予想
されます。電気自動車の導入など、国民一人ひとりの
家庭レベルでの対策が必要な時期を迎えています。

　現在、新旧の小売り電力企業からは、さまざまなプ
ランやサービスが提供されていますので、そのお話し
をお伺いして、ご自身にとっても、地球にとっても、より
良い生活をクリエイトしませんか。

《CES環境講演会開催》ご案内
テーマ：初期費用ゼロ円の定額利用サービス（TPOモデル）を

活用した太陽光発電システム・蓄電池の導入推進
～脱炭素社会の実現に向けて～

講　師：TEPCOホームテック株式会社　経営戦略本部
部長 杉原 広央（すぎはらひろお）氏

【ＣＥＳ環境講演会のお知らせ】 
前回ご好評をいただきました、webによる
CES環境講演会を今年度も、冬季に開催予定。ご期待ください。

※2022年2月初めころCES HP （https://chiyoda-ces.jp）
にて配信予定ですのでご確認ください。
会員の皆さまには、メールでお知らせいたします。
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